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禁無断転載

２．モニターツアー結果の報告／官民連携・広域連携推進講演会

(3)講義➀ 「豊の国千年ロマン観光圏の取り組み」 (一社）豊の国千年ロマン観光圏 事務局⾧ 堤 栄一郎氏

観光振興、観光地域づくりにおける広域連携、官民連携の先進的な事例を学び、九十九里地域の観光振興における地域連携の必要性
について意識づけを行った。
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禁無断転載

２．モニターツアー結果の報告／官民連携・広域連携推進講演会

(3)講義➀ 「豊の国千年ロマン観光圏の取り組み」
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禁無断転載

２．モニターツアー結果の報告／官民連携・広域連携推進講演会

(3)講義➀ 「豊の国千年ロマン観光圏の取り組み」
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禁無断転載

２．モニターツアー結果の報告／官民連携・広域連携推進講演会

(3)講義➀ 「豊の国千年ロマン観光圏の取り組み」
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禁無断転載

２．モニターツアー結果の報告／官民連携・広域連携推進講演会

(3)講義➀ 「豊の国千年ロマン観光圏の取り組み」
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禁無断転載

２．モニターツアー結果の報告／官民連携・広域連携推進講演会

(3)講義➀ 「豊の国千年ロマン観光圏の取り組み」
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禁無断転載

２．モニターツアー結果の報告／官民連携・広域連携推進講演会

(3)講義➀ 「豊の国千年ロマン観光圏の取り組み」
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禁無断転載

２．モニターツアー結果の報告／官民連携・広域連携推進講演会

(3)講義➀ 「豊の国千年ロマン観光圏の取り組み」
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禁無断転載

２．モニターツアー結果の報告／官民連携・広域連携推進講演会

(3)講義➀ 「豊の国千年ロマン観光圏の取り組み」
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禁無断転載

２．モニターツアー結果の報告／官民連携・広域連携推進講演会

(3)講義➀ 「豊の国千年ロマン観光圏の取り組み」
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禁無断転載

２．モニターツアー結果の報告／官民連携・広域連携推進講演会

(３)講義➁広域連携・官民連携の現状とその意味 ～広域地域ブランド形成を目指して～
㈱JTB 総合研究所 主席研究員 山下真輝

広域連携によるブランディングの具体的な進め方をイメージしていただくために、広域連携・官民連携による地域づくり、プレイス・ブランディング
の意味・考え方について講義を置かなった。
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禁無断転載

２．モニターツアー結果の報告／官民連携・広域連携推進講演会

(3)講義➁広域連携・官民連携の現状とその意味 ～広域地域ブランド形成を目指して～



54

禁無断転載

２．モニターツアー結果の報告／官民連携・広域連携推進講演会

(3)講義➁広域連携・官民連携の現状とその意味 ～広域地域ブランド形成を目指して～
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禁無断転載

２．モニターツアー結果の報告／官民連携・広域連携推進講演会

(3)講義➁広域連携・官民連携の現状とその意味 ～広域地域ブランド形成を目指して～
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２．モニターツアー結果の報告／官民連携・広域連携推進講演会

(3)講義➁広域連携・官民連携の現状とその意味 ～広域地域ブランド形成を目指して～
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禁無断転載

２．モニターツアー結果の報告／官民連携・広域連携推進講演会

(3)講義➁広域連携・官民連携の現状とその意味 ～広域地域ブランド形成を目指して～
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禁無断転載

２．モニターツアー結果の報告／官民連携・広域連携推進講演会

(3)講義➁広域連携・官民連携の現状とその意味 ～広域地域ブランド形成を目指して～
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禁無断転載

２．モニターツアー結果の報告／官民連携・広域連携推進講演会

(3)講義➁広域連携・官民連携の現状とその意味 ～広域地域ブランド形成を目指して～
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禁無断転載

２．モニターツアー結果の報告／官民連携・広域連携推進講演会

(3)講義➁広域連携・官民連携の現状とその意味 ～広域地域ブランド形成を目指して～
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禁無断転載

２．モニターツアー結果の報告／官民連携・広域連携推進講演会

(3)講義➁広域連携・官民連携の現状とその意味 ～広域地域ブランド形成を目指して～
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禁無断転載

２．モニターツアー結果の報告／官民連携・広域連携推進講演会

(3)講義➁広域連携・官民連携の現状とその意味 ～広域地域ブランド形成を目指して～
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禁無断転載

２．モニターツアー結果の報告／官民連携・広域連携推進講演会

(3)講義➁広域連携・官民連携の現状とその意味 ～広域地域ブランド形成を目指して～
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禁無断転載

２．モニターツアー結果の報告／官民連携・広域連携推進講演会

(3)講義➁広域連携・官民連携の現状とその意味 ～広域地域ブランド形成を目指して～
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禁無断転載

２．モニターツアー結果の報告／官民連携・広域連携推進講演会

(3)講義➁広域連携・官民連携の現状とその意味 ～広域地域ブランド形成を目指して～

山下氏による九十九里地域全体のストーリーの提案

＜山下氏の講義後のメッセージ＞
九十九里地域は、日本最大級の直線砂浜を有し、豊かな里山や漁業

文化といった多彩な観光資源を誇ります。
首都圏からのアクセスの良さを活かし、観光誘客を促進するためには、市町
村の枠を超えた広域的な観光圏の形成が不可欠です。観光庁が提唱する
「観光圏」は、複数の自治体が連携し、広域的な観光地経営を行うことで、
滞在型観光を促進し、地域経済を活性化させる戦略ですが、広域の観光
地ブランドの形成を図る上で参考になる考え方です。

●講義後の質疑応答

講義後の参加者との質疑では、民間参加者からの広域連携でブラン
ディングを進めていくプロセス、推進主体等についての質問に対し、講師・
アドバイザーと意見交換が行われた。

九十九里地域においても、海・里山・文化を融合させた観光コンテンツを一体的に発信することで、単なる通過型観光から「滞在したくなる地域」へと変
革することが求められており、観光圏の考え方に基づいた観光地経営を目指してもらいたいと思います。具体的には、九十九里浜のマリンアクティビティと、
漁業文化、内陸部の農村体験を組み合わせた周遊ルートを開発し、様々な過ごし方を提案することで、観光客の滞在時間を延ばす施策が有効です。
また、同地域が全国的にみてどうユニークであるかが、観光地ブランドを形成していく上で重要になりますが、講演の中で提示させていただいた「九十九里

～黒潮とともに生きる、海と里山の物語」のような統一ブランドのもと、ウェブサイトやSNSを活用した一貫性のある情報発信を強化することで、国内外の
観光客に向けた訴求力を高めることができます。

さらに、同コンセプトに基づいた体験型観光や食の魅力発信にも今後取り組んでいくべきではないかと思います。今こそ行政・観光事業者・住民が一体
となり、九十九里地域の未来を見据えた広域連携による持続可能な観光地域づくりを進めるべき時ではないかと思います。

＜市川氏コメント＞
お二人の講話はとても内容のあるもので、今後の九十九里観光振興に大いに参考になるものだと思われます。今回のワークショップの内容も含め、

各市町村での議論を促すような取り組みが必要だと考えます。


